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東日本大震災 
 
3月 11日午後、日本の東北地方の海底でマグニチュード 9.0の巨大な地震

が発生し、すさまじい津波を引き起こし、死者 1万人、行方不明者 2万人を出し、

家屋 10万戸が倒壊あるいは流失した。岩手、宮城、福島三県は深刻な被害を受

け、被災者は何と数十万人以上にのぼった。 

福島県内の数カ所の原子力発電所は、今回の地震と津波で、一部分がはげし

く破壊され、原子炉の温度が上がりつづけ、非常に危険な状態になった。消防隊、

自衛隊などの関係機関の隊員が原子炉を冷却するために命がけで水を撒布しが

た、予期していた効果は得られなかった。やがて放射線が漏出し、大気中に拡散

しはじめた。 

 原子力発電所の周辺住民は、ただ政府の指示に従って別の地域に避難するしか

なかった。このあと放射線はさらに広大な範囲に拡散し、関東地区の野菜や、原

発から数百キロ離れた東京の水道水まで汚染されてしまった。これにより政府は

また、汚染された野菜を市場に運ぶことは禁止する、東京 23区の住人はしばら

くのあいだ乳幼児に水道水を摂取させないように警告する、などなどの指示を出

した。その結果、関東地区産の野菜は全国のスーパーから一つずつ消えてしまっ

た。東京では乳幼児のいる家庭では恐慌状態が起こり、あらゆる場所で汚染され

ていないきれいな水を求めて走りまわり、我が家のそばのスーパーの棚からもミ

ネラルウォーターが一瞬にして見えなくなった。そのほかにも、東京ではほとん

ど毎日、停電になった。余震は絶え間なく発生した……事がここまで発展すると、

人々の不安は一日一日と大きくなった。 

 地震が発生したとき、私は八王子のある病院の待合室にいて診察の順番を待っ

ていた。最初、私は恐ろしさは感じなかった。ただ、地震の揺れがおさまらなか

ったので、心臓がどきどきしはじめて、最後には驚きで言葉もでなくなった。周
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りにいた人たちはみな大いに驚き慌て、中には心配して泣き出す人もいた。待合

室のテレビでは、地震が東北地方の海底で発生し、マグニチュード 8.8（後に 9.0

と訂正された）、東京の震度は５であると言った。私は診療を終わるとすぐに帰

宅した。幸いにも家族は無事で、私の部屋の二、三のものが倒れた以外、家の中

には何の問題も起こっていなかった。私はほっとして、安堵のためいきをついた。 

テレビ局は、宮城県仙台市も甚大な災害を被ったことを報道した。多くの家

屋が地震によって引き起こされた津波で流された。ああ、仙台！ 私がかつて暮

らしたあの愛すべき仙台！多くの友人が住む「杜の都」仙台！……私は大急ぎで

仙台に何度か電話をかけたが、どうしてもつながらなかった。彼の地の友人の安

否を知る方法はまったくなかった。5日後、電話がやっと通じた。旧友たちはみ

な無事だということがわかった。彼らの声が元気であることを示していた。私は

やっと安心した。だが同時に、私の知っている人たちが数人、不幸なことに亡く

なったり消息が不明であることを知った。 

 地震あるいは津波は天災である。しかしながら、今回の放射性物質の大量漏出

は、たとえ大地震が引き起こしたものであるとは言え、一種の「人災」であると

言うべきであろう。何人かの専門家が再三にわたって原子力発電の危険性を訴え

た。しかしながら、ただ効率と経済的な利益を追求する電力会社と政府は、それ

らの専門家の意見と住民が安全であるかどうかには目を向けず、極力、原子力発

電の安全性を強調した。だからずっと原子力発電所はつくり続けられた。ただ、

原発が大量に放射性物質を漏らしたというこの事実は、電力会社が述べていた安

全神話が、実は神話に過ぎなかったということを、明らかに証明している。 

私は声を大にして、政府は今回の災害を教訓にして、徹底して原子力エネルギー

政策の転換を図るべきであると言いたい。（2011年 3月） 

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

東日本大震災が発生してから約一年の時間が過ぎたが、放射線漏れの問題は

依然解決を見ぬままで、汚染から逃れるために各地に分散して住む多くの住民は、

見知らぬ土地で、己の意志に沿わぬ生活を強いられている…… 
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（中国語語原文）  东日本大震灾 
 
3月 11日下午，日本东北地区的海底发生了一次震级为 9.0的巨大地震，

引起了猛烈的海萧，造成 1万多人死亡，大约 2万人失踪，10万多间房屋倒 

塌或者流失。岩手、宮城、福岛这三县受害严重，遭到灾害的人竟有几十万

之多。 

福岛县内有几所原子能发电站，由于这次地震和海萧，局部受到严重的

破坏，原子炉的温度不断上升，非常危険。消防队，自衛队等有关机关的人

员，为了冷却原子炉而拼命地浇水，然而怎么也没有取得预期的効果。不久，

原子能放射线开始漏出，扩散到大气中。 

该原子能发电站的周辺居民，只好按照政府的指示，跑到別的地区避难。

之后放射线渐渐扩散到更广大的范围，关东地区的蔬菜，甚至离该原子能发

电站有几百公里外的东京地区的自来水也受到污染。因此政府又发布了指示，

禁止把被污染的蔬菜等运往市场，警告东京都 23区的居民暂时不让婴儿摄取

自来水，等等。结果关东地区産的蔬菜从全国的超市里一个接一个地消失；

东京地区家里有婴儿的人都陥入了恐慌状态，到处跑纯净水，我家附近的超

市里陈列架上的那些纯净水也一下子都不见了。另外，东京也几乎都毎天有

停电；余震不断发生……事情发展到这步田地，人们的不安一天比一天地高

涨。 

这次地震发生时，我在八王子市内一所医院的侯诊室里等着看病。最初，

我不觉得可怕，但由于地震的揺动不止，心怦怦地跳起来，最后吓得说不出

话来。周囲的人都惊慌得不得了，有的急得哭了起来。侯诊室里的电视上说，

地震发生在东北地区的海底，震级为 8.8（之后订正为 9.0）；东京的震度为

5级。我看完了病，就匆匆忙忙地回家去了。家人幸而都无事，除了我的房

间里的两三个小东西倒了以外，家里都没有什么問題，我宽慰地松一口气了。 
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电台里报道，宮城县仙台市也遭到甚大的灾害，许多房屋被地震所引起

的猛烈海萧冲走了。哎哟，仙台！我曾经住过的那个可愛的仙台啊！很多朋

友住的“树林之城”仙台啊！……我急忙往仙台了好几次电话，可是怎么也

不通，根本就无法知道那里的朋友们是否平安。五天后，电话好不容易才通

了，我得知老朋友们都平安无事。他们的声音显得很精神，我才放了心，可

同时也得到几位我认识的人不幸去世或者失踪的消息！ 

  地震或海萧是个“天灾”，然而这次放射性物质的大量泄漏，即使是出乎

预料的大地震所引起的，也应该说是一种“人祸”吧。有些专家再三指出原

子能发电的危险性，然而，只顾追求効率与经济利益的电力公司和政府，对

那些专家的意见与居民的安危置之不顾，极力强调原子能发电的“安全性”，

因而一直坚持原子能发电站的增设。但是，原子能发电站大量漏出了放射性

物质的这一事实清楚地证明，电力公司所讲述的“安全性故事”，其实只不过

是个“神话”而已。 

  我想大声疾呼：政府应该以这次灾害为教训，彻底改変其能源政策。 

（2011年 3月） 

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

东日本大震灾发生后大约过了一年的时间了，可是辐射线泄漏的那个問

題仍旧悬而未决，为了避开污染而疏散到各地的许多居民还在陌生的地方被

迫过着不尽人意的生活……（2014年 8月） 

❒❒❒❒❒ 


